
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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【学びに向かう力、人間性等】

日本の学校生活や社会生活において、読み手、
聞き手、書き手に配慮しながら積極的にコミュ
ニケーションを図る。

日本語指導

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
日本語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身につける。

日本語 日本語指導 1

合計

○ ○

教科　　　日本語

指導項目・内容 態評価規準

日本の学校生活や社会生活に関する理解を深
め、日本語で学校生活に参加するために必要な
文字や文型など基礎的な日本語能力を身につけ
る。

知

【知識及び技能】
学校生活や日常生活で用いられる文
字や語彙、文型を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学習した文字や語彙、文型を実際の
コミュニケーションの場面において
活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の学校生活や社会生活におい
て、読み手、聞き手、書き手に配慮
しながら積極的にコミュニケーショ
ンを図る。

【知識及び技能】
個別の指導計画を踏まえた日本語の文字・音声・語
彙・コミュニケーションに関する基礎的事項
【思考力、判断力、表現力等】
個別の指導計画を踏まえた、話したり聞いたりする
ことを中心としたコミュニケーションに関する基礎
的事項

【知識及び技能】
個別の指導計画を踏まえた各教科で用いられる語彙
や文型に関する基礎的事項
【思考力、判断力、表現力等】
個別の指導計画を踏まえた、読んだり書いたりする
ことを中心としたコミュニケーションに関する基礎
的事項

【知識及び技能】
学校生活や日常生活で用いられる文字や語彙、
文型を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
学習した文字や語彙、文型を実際のコミュニ
ケーションの場面において活用している。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の学校生活や社会生活において、読み手、
聞き手、書き手に配慮しながら積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとしている。

○
２
学
期

３
学
期
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まとまった内容を話したり聞いたりすることや文章
を書いたり読み取ったりすることをとおして、教科
の学習活動に参加するために必要なコミュニケー
ションのための日本語能力を身につける。

日本語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日本語で的確に理解したり、
適切に表現したり伝えあったりすることができる力を養う。
日本語の背景にある文化に対する理解を深め、読み手、聞き手、書き手に配慮しながら
主体的、自律的にコミュニケーションを図る。
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【知識及び技能】
各教科で用いられる特徴的な語彙や
文型を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学習した語彙や文型を各教科で行わ
れる言語活動の場面においてに活用
する。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の学校生活や社会生活におい
て、読み手、聞き手、書き手に配慮
しながら積極的にコミュニケーショ
ンを図る。

単元の具体的な指導目標 思

○

【知識及び技能】
各教科で用いられる特徴的な語彙や文型を理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
学習した語彙や文型を各教科で行われる言語活
動の場面において活用している。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の学校生活や社会生活において、読み手、
聞き手、書き手に配慮しながら積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○


